
活動報告

第 2回「思わず笑顔になるコンテスト」について

追手門学院大学笑学研究所所員、副学長 真銅 正宏

昨年度、「青が散る」Award を発展的に継承して創設された「思わず笑顔になる文章コンテス

ト」が、本年度すなわち 2018年度、さらに内容を充実すべく装いを新たにしました。回数こそ継

承し第 2回としましたが、これまでの「作文・エッセイの部」と「つぶやき」の部に「写真の部」

を加え、三部から多角的に「笑顔」を追究する賞となりました。

資料 2に掲げました詳細のとおり、本年度は、合計 8356作品（昨年度 7891作品）という、史上

最多であった昨年をも上回る実に多くの応募がありました。

応募作品につきましても、いずれの部にも、文字通り「思わず」微笑んでしまうような心温まる

作品が多く集まり、嬉しい悲鳴ながら、優秀作品の選定には苦労するような量と質でした。今年度

も、本学のライティングセンターおよび当笑学研究所の全面的な協力体制の下、図書館を中心に、

厳正な審査が行われました。

名誉審査委員長には、昨年同様、本学 4期卒業生で、通天閣観光（株）代表取締役社長の西上雅

章氏、名誉顧問には、これも昨年同様、笑学研究所設立にご尽力された、前学長の坂井東洋男氏に

引き続きご就任いただいております。お二人は、我が笑学研究所の特別顧問でもあります。第一次

審査につきましては、例年通り図書館職員で行いましたが、今年は新たな試みがありました。今年

は、SJ（student job staff）すなわち、学生の力も借りて行った点です。図書館 SJ には「つぶやき

の部」、ライティングセンター SJ には「作文・エッセイの部」のダブルチェックをお願いしまし

た。これにより、学生たちに、大学の仕事の多様さを知ってもらえればと思います。

第二次審査および最終審査は、先にも少し触れましたとおり、追手門学院大学に設置されている

ライティングセンターの担当教員および当笑学研究所の所員により行われました。いずれもご多忙

のなかでの献身的なご尽力でした。最終審査結果は、資料 3のとおりです。表彰式は、2018年 1

月 26日（土）13時から 15時までの予定で、通天閣の STUDIO 210にて開催されます。

笑学研究所は、大阪に所在する追手門学院大学にあって、大阪らしさと、その笑いの文化の伝統

を、大学という場で進展させることの中心的役割を担っています。

この「思わず笑顔になるコンテスト」もこの追手門学院大学の笑いをめぐる活動の重要な一つで

す。このコンテストと笑学研究所は、追手門学院大学のミッションを共有しているわけです。応募

作品を読み、また写真を眺めて、よりいっそう多くの人が「思わず笑顔になる」ことを心から願っ

ております。 2018年 1月 11日
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資料 1-1 【チラシ 1面】第 2回思わず笑顔になるコンテスト

笑学研究所年報 第 4号
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資料 1-2 【チラシ 2面】募集要項

真銅 正宏：第 2回「思わず笑顔になるコンテスト」について
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資料 1-3 【チラシ 3面】応募用紙

笑学研究所年報 第 4号
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資料 1-4 【チラシ 4面】前年度受賞作品

真銅 正宏：第 2回「思わず笑顔になるコンテスト」について
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資料 2 第 2回応募総数（報告）

笑学研究所年報 第 4号
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